（一般住宅）
農地法第４条・第５条申請時に確認する事項
申請書受付時に必要となりますので、ご記入をお願いします。
１　転用者の現在の住宅の状況【持家・借家】
２　住宅を新築する理由
　　（例１）　結婚して家族が増えたことにより借家が手狭となったため
　　（例２）　現在の住宅が築後○○年経過し、雨漏りがするなど老朽化しているため
　　（例３）　子どもを分家させるため
	


　　※老朽化による建替えの場合、既存建物の処分方法を記入してください。
３　新築住宅に居住する世帯数及び居住者の状況　　（例）夫婦＋子ども２人
	


４　住宅の構造、１階部分のみの建築面積の確認（建築面積が記載された平面図添付）
	構造
	
	建築面積
（１階部分）
	　　　　　　㎡


　　※敷地内に倉庫や車庫を建築する場合は建築面積に含んで記載してください。
５　申請農地を選定した要件（条件）
	


６　市外在住者が転用する場合は、佐伯市へ転居する経緯
　　（例）退職により、Ｕターンする、佐伯市の○○が気に入ったので移住するなど
	


７　敷地内に駐車場を設置する場合は配置図に車のイラスト（台数分）を記載してください。
８　隣接地の被害防除計画
(1)　申請地の造成計画について（該当する項目に○印をつけてください。）
　①　盛土を行う。　　②　切土を行う。　　③　現状のまま利用する。
(2)　上記(1)に伴う被害防除措置
　①　土留め工事を行う。　　②擁壁を設ける。　　③法面保護をする。
　④　防護柵を設ける。　　　⑤その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
　　
　(3)　排水計画
　　　①　雨水排水　　ア　溜枡　　イ　水路放流　　ウ　道路側溝　　エ　自然流下
　　　②　汚水処理　　ア　合併処理浄化槽　　イ　汲み取り　　ウ　公共下水道　　
エ　その他（　　　　　　　　　　　）
　　　③　生活排水　　ア　合併処理浄化槽　　イ　その他（　　　　　　　　　　　）
　　　④　上記の放流先　ア　河川　　イ　道路側溝　　ウ　公共下水道　　エ　水路
　　　④　上記の放流先　オ　その他（　　　　　　　　　　　）
　　　④　上記の放流先　※県道や国道沿いの側溝の場合は許可が必要です。
(4)  被害（周辺農地への土砂流出、日照、水路通水妨害等）の恐れがない場合はその理由

